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越
後
長
岡
の
名
望
家
高
橋
九
郎
を
交
点
に

松
本
剣
志
郎

m
atsum

oto kenshiro

一
井
上
圓
了
の
生
涯
は
漢
詩
と
と
も
に
あ
っ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
圓
了
十
五
歳
の
頃
か
ら
の
詩
稿
が
い
ま
に
伝
わ
り
、

以
後
、
日
記
代
わ
り
に
膨
大
な
数
の
漢
詩
を
賦
し
た
。
晩
年
の
圓
了
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
余
、
い
ま
だ
詩
味
を
了
せ
ず
、
し
た

が
っ
て
詩
人
の
詩
を
解
せ
ず
、
す
べ
て
自
己
流
の
俗
調
も
っ
て
得
意
と
し
て
お
る
」（
１
）。「
も
と
よ
り
詩
人
の
詩
に
あ
ら
ず
し
て
妖

怪
問
屋
の
詩
」（
２
）。
ま
た
自
ら
の
詩
作
を
「
馬
鳴
鹿
吟
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う（
３
）。

詩
の
巧
拙
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
漢
詩
の
自
然
な
創
作
が
、
圓
了
の
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
由
来
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ

る
の
か
。

圓
了
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
越
後
長
岡
の
真
宗
寺
院
に
生
ま
れ
た
。
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
明
治
二
十
年
、
圓
了

三
十
歳
に
し
て
哲
学
館
を
創
立
し
た
。
東
洋
大
学
の
前
身
で
あ
る
。「
哲
学
専
修
」
の
学
校
と
し
て
、「
晩
学
ニ
シ
テ
速
成
ヲ
求
ム
ル

者
、
貧
困
ニ
シ
テ
資
力
ニ
乏
キ
者
、
洋
語
ニ
通
セ
ス
シ
テ
原
書
ヲ
解
セ
サ
ル
者
等
」
に
開
か
れ
た
学
校（
４
）
と
し
て
、
そ
の
意
義
少

な
し
と
し
な
い
。
圓
了
は
、
こ
の
学
校
の
建
設
や
運
営
の
た
め
の
資
金
を
募
り
、
全
国
各
地
を
講
演
し
て
廻
っ
た
。
こ
の
と
き
寄
付
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の
謝
礼
に
圓
了
は
揮
毫
し
た
。
現
在
に
遺
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
書
の
ほ
と
ん
ど
は
漢
詩
で
あ
る
。

終
生
、
自
伝
を
も
の
す
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
圓
了
も
、
若
き
頃
に
は
自
ら
の
履
歴
を
整
理
し
、
名
を
著
し
て
か
ら
は
述
作
の

な
か
で
折
々
来
歴
の
一
端
を
語
っ
て
い
る
。
と
き
に
圓
了
五
十
五
歳
、『
活
佛
教
』（
大
正
元
年
）
を
著
す
に
あ
た
り
、「
信
仰
の
告

白
に
必
需
の
条
件
」
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す（
５
）。

余
は
安
政
の
末
年
、
越
後
国
長
岡
近
在
な
る
浦
と
名
く
る
地
に
生
れ
し
を
以
て
、
雅
号
を
甫
水
と
定
め
た
り
、
父
は
真
宗
門
下

大
谷
派
の
寺
院
に
住
職
た
り
し
を
以
て
余
の
春
秋
十
歳
ま
で
は
宗
門
の
教
育
を
受
け
た
り
し
が
、
会
々
戊
辰
の
戦
乱
と
な
り
、

王
政
維
新
と
な
り
、
時
勢
一
変
し
た
り
し
結
果
、
余
の
教
育
の
方
針
も
一
変
し
、
仏
典
を
抛
ち
て
儒
林
に
遊
ぶ
に
至
り
、
石
黒

忠
徳

（
マ
マ
）氏

（
男
爵
）
の
家
塾
に
あ
る
こ
と
約
二
年
、
木
村
鈍
叟
氏
（
旧
長
岡
藩
儒
者
）
の
講
義
を
聴
く
こ
と
約
四
年
、
其
間
漢
学

を
専
修
し
た
り
き
、
明
治
六
年
よ
り
英
学
に
転
じ
、
同
じ
く
七
年
よ
り
十
年
ま
で
長
岡
洋
学
校
に
あ
り
て
教
授
を
受
け
、
併
せ

て
教
鞭
を
執
り
た
り
（
後
略
）

生
家
慈
光
寺
に
お
け
る
宗
門
の
家
庭
教
育
を
経
た
の
ち
、
圓
了
は
ま
ず
石
黒
忠た

だ

悳の
り

（
况
翁
）
に
就
き
、
つ
い
で
木
村
鈍
叟
に
習
っ

た
。
明
治
十
八
年
に
記
し
た
履
歴
は
年
月
に
詳
し
く
「
明
治
元
年
三
月
ヨ
リ
同
二
年
四
月
迄
、
同
縣
下
片
貝
村
医
士
石
黒
忠
徳

（
マ
マ
）ニ

従

テ
支
那
学
ノ
素
読
ヲ
正
シ
、
洋
算
ノ
階
梯
ヲ
授
カ
ル
、
同
二
年
八
月
ヨ
リ
五
年
十
二
月
迄
、
同
縣
下
長
岡
旧
藩
木
村
鈍
翁
に
就
テ
支

那
学
の
意
義
ヲ
問
フ
」
と
あ
る（
６
）。
明
治
元
年
か
ら
五
年
ま
で
、
十
一
歳
か
ら
十
五
歳
の
圓
了
が
学
ん
だ
の
は
、
漢
学
を
中
心
と

し
た
近
世
来
の
学
問
体
系
で
あ
っ
た
。
圓
了
の
漢
詩
の
ル
ー
ツ
は
こ
こ
に
あ
る
。

明
治
初
年
の
越
後
長
岡
近
在
に
お
け
る
、
木
村
鈍
叟
と
石
黒
况
翁
と
井
上
圓
了
の
結
び
つ
き
を
示
す
史
料
は
数
少
な
い
。
そ
の
よ
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う
な
な
か
、
同
地
で
こ
の
三
者
と
交
わ
り
、
と
き
に
そ
の
活
動
を
支
援
し
た
人
物
が
い
る
。
高
橋
九
郎
で
あ
る
。

高
橋
家
は
圓
了
の
育
っ
た
浦
村
の
隣
村
、
宮
川
新
田
の
豪
農
で
、
近
世
後
期
に
は
長
岡
藩
西
組
の
割
元
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る（
７
）。

な
に
よ
り
圓
了
生
家
、
慈
光
寺
の
檀
家
惣
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
六
代
目
当
主
九
郎
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
生
ま
れ
、
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
没
し
た（
８
）。
長
じ
て
の
ち
の
政
治
的
活
動
の
一
部
を
拾
い
上
げ
れ
ば
、
明
治
六
年
に
戸
長
、
明
治
十
一

年
に
新
潟
県
十
六
大
区
小
六
区
の
副
大
区
長
、
明
治
二
十
七
年
に
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
（
任
期
は
ひ
と
月
た
ら
ず
）、
明
治

三
十
一
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
再
び
衆
議
院
議
員
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
来
迎
寺
村
長
。

地
元
の
利
害
を
代
表
し
て
活
動
す
る
地
方
名
望
家
と
言
っ
て
よ
い
。
九
郎
は
幼
少
よ
り
寺
子
屋
に
通
い
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

十
五
歳
の
頃
よ
り
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
は
片
貝
村
の
丸
山
貝
陵
（
？
〜
一
八
六
八
）
の
塾
、
耕
読
堂
で
学
ん
だ
。
貝
陵

は
、
江
戸
で
萩
原
緑
野
に
学
ん
だ
儒
学
者
で
あ
る
。
耕
読
堂
に
は
石
黒
忠
悳
も
一
時
身
を
置
き
、
助
教
の
任
を
勤
め
て
い
た（
９
）。

貝
陵
に
親
炙
し
た
九
郎
は
、
字
を
子
信
、
号
を
蘭
溪
と
名
づ
け
て
も
ら
っ
て
い
る（
10
）。
貝
陵
の
没
後
、
明
治
三
年
か
ら
同
六
年
ま

で
、
九
郎
は
木
村
鈍
叟
に
就
い
た
。
九
郎
と
圓
了
は
鈍
叟
の
も
と
で
同
時
期
に
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
鈍
叟
・
况
翁
・
圓
了
の
経
糸
に
、
九
郎
の
緯
糸
が
繫
が
っ
た
。

二
木
村
鈍
叟
、
生
没
年
不
詳
。
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
頃
に
生
を
享
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
名
を
恒
、
字
は
子
一
、

通
称
誠
一
郎
。
号
に
竹
軒
お
よ
び
壽
菴
が
確
認
さ
れ
る（
11
）。
鈍
叟
あ
る
い
は
鈍
翁
は
、
晩
年
に
使
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る（
12
）。

木
村
家
は
、
代
々
長
岡
藩
医
を
勤
め
る
家
で
、
家
禄
は
二
百
石
で
あ
っ
た
と
い
う
。
鈍
叟
そ
の
人
に
つ
い
て
最
初
に
知
り
う
る
の

は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
藩
中
よ
り
選
抜
さ
れ
て
、
高
野
松
陰
（
一
八
一
一
〜
四
九
）、
山
田
到
処
（
一
八
一
六
〜
九
六
）
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と
と
も
に
江
戸
に
遊
学
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
13
）。
三
人
は
同
世
代
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
で
の

師
を
別
に
し
、
松
陰
は
佐
藤
一
斎
に
、
到
処
は
古
賀
侗
庵
に
就
き
、
鈍
叟
は
折
衷
学
派
の
朝
川
善
庵
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
江
戸
で
学

問
に
励
み
、
幾
多
の
文
人
た
ち
と
交
流
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
刊
行
の
『
越
後
人
物
志
』
は
、
詩

文
に
巧
み
な
者
と
し
て
「
長
岡
藩
竹
軒
」
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
才
能
の
ひ
ろ
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
嘉
永
二

年
に
は
、
病
没
し
た
高
野
松
陰
の
あ
と
を
継
い
で
、
山
田
到
処
と
と
も
に
藩
校
崇
徳
館
の
都
講
と
な
っ
た
と
い
う
。
だ
が
の
ち
に
鈍

叟
は
郡
奉
行
に
転
じ
、
藩
校
を
離
れ
た
。
こ
の
間
、
河
井
継
之
助
も
鈍
叟
に
就
い
て
学
ん
だ
と
い
う（
14
）。

維
新
に
際
し
て
鈍
叟
が
如
何
な
る
立
場
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
ど
う
処
し
た
か
は
皆
目
知
れ
な
い
。
た
だ
長
岡
落
城
に
よ
り
行
き
場

を
失
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
如
何
な
る
経
緯
か
、
浦
村
の
慈
光
寺
に
辿
り
着
く
こ
と
と
な
る
。
あ
る
い
は
郡
奉
行
在

任
中
に
長
岡
藩
西
組
割
元
の
高
橋
九
郎
右
衛
門
（
繁
太
郎
則
政
、
九
郎
の
父
）
と
相
識
の
間
柄
と
な
り
、
こ
れ
の
勧
め
で
来
村
し
た

こ
と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
維
新
後
、
在
村
に
お
い
て
黎
明
期
の
近
代
学
校
教
育
を
牽
引
し
、
下
支
え
し
た
の
は
鈍

叟
の
よ
う
な
士
族
た
ち
で
あ
っ
た
。
鈍
叟
を
迎
え
て
慈
光
寺
に
開
か
れ
た
塾
の
こ
と
を
、
圓
了
は
い
く
つ
か
の
漢
詩
に
詠
み
込
ん
で

い
る（
15
）。春

日
送
友
人

友
人
名
登
岸

郷
名
并
柳

遙
出
柳
郷
到
浦
郷

遙
か
に
柳
郷
を
出
で

浦
郷
に
到
る

春
中
共
学
慈
光
庠

春
中

共
に
学
び
し
は

慈
光
庠
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堪
驚
今
日
分
襟
去

驚
く
に
堪
え
ん

今
日

襟
を
分
か
ち
て
去
る

空
送
信
濃
江
水
傍

空
し
く
送
る

信
濃

江
水
の
傍
ら

明
治
五
年
の
詩
。
韻
目
は
下
平
七
陽
。
慈
光
庠
の
「
庠し
ょ
う」
は
、
学
校
、
郷
学
の
意
。
共
に
学
ん
だ
友
人
を
信
濃
川
に
見
送
る
別
れ

の
詩
で
あ
る
。

「
慈
黌
雑
吟
」
二
首（
16
）
に
よ
れ
ば
、
塾
に
は
慶
次
郎
と
徳
太
郎
の
両
教
師
が
お
り
、
近
在
の
二
十
五
、六
名
の
生
徒
が
通
っ
た
。

授
業
の
内
容
は
「
午
前
共
誦
支
那
語
、
午
後
相
傳
英
米
詞
」。
午
前
は
漢
学
、
午
後
に
は
英
語
を
学
ん
だ
。「
英
米
詞
」
が
加
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
鈍
叟
の
進
取
の
気
性
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
曲
が
り
な
り
に
も
英
語
を
教
授
で
き
る
人
物
が
、
明
治
初
年
の
長
岡
近

在
に
い
た
こ
と
に
我
々
は
も
っ
と
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
か
か
る
塾
に
圓
了
と
九
郎
と
は
学
ん
だ
。

さ
て
、
高
橋
家
に
は
四
点
の
鈍
叟
の
書
が
伝
来
し
た
。
ま
ず
は
陶
淵
明
の
「
飲
酒
其
五
」（
五
言
排
律
）
を
書
し
た
も
の
で
あ
る（
17
）。

結
廬
在
人
境

廬
を
結
ん
で
人
境
に
在
り

而
無
車
馬
喧

而し
か

も
車
馬
の
喧

か
ま
び
すし

き
無
し

問
君
何
能
爾

君
に
問
う
何
ぞ
能
く
爾し

か

る
や
と

心
遠
地
自
偏

心
遠
け
れ
ば
地
自
ず
か
ら
偏
な
り

採
菊
東
籬
下

菊
を
採
る
東
籬
の
下

悠
然
見
南
山

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

山
気
日
夕
佳

山
気

日
夕
に
佳
く

木村鈍叟書　
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飛
鳥
相
與
還

飛
鳥

相
與
に
還
る

此
間
有
真
意

此
の
間
に
真
意
有
り

欲
辯
已
忘
言

辯
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る

庚
午
暮
秋

鈍
翁
迂
恒

自
ら
職
を
退
き
、
心
静
か
に
隠
遁
生
活
を
送
る
。
そ
の
さ
ま
は
古
来
文
人
の
理
想
で
あ
っ
た
。
九
句
目
の
「
此
間
」
は
本
来
「
此

中
」
と
あ
る
べ
き
も
の
。
庚
午
は
明
治
三
年
。
暮
秋
は
陰
暦
九
月
の
異
称
。
落
款
の
迂
恒
は
自
称
の
謙
辞
で
あ
る
。
迂
も
鈍
も
己
を

へ
り
く
だ
る
言
葉
で
、
迂
鈍
と
い
え
ば
、
世
事
に
鈍
く
の
ろ
い
、
物
の
用
に
た
た
ぬ
人
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
我
々
は
北
越
戊
辰
戦

争
を
経
験
し
た
、「
壽
菴
」（
い
の
ち
な
が
し
、
寿
ぎ
の
庵
）
木
村
誠
一
郎
の
失
意
と
落
魄
を
看
取
す
る
。
か
つ
て
の
藩
内
き
っ
て
の

エ
リ
ー
ト
が
、
時
代
の
変
転
に
自
ら
を
「
無
用
者
」
と
し
て
、
田
舎
に
ひ
っ
そ
り
と
生
き
よ
う
と
す
る
心
底
を
み
る
の
で
あ
る（
18
）。

落
款
印
は
「
木
邨
恒
章
」（
白
文
）。
関
防
印
は
「
眇
々
兮
予
懐
」（
白
文
）。「
眇

び
ょ
う
び
ょ
う々た

り
予わ

が
懐お

も

い
」
と
は
、
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）

の
前
赤
壁
賦
の
一
節
で
あ
る（
19
）。

於
是
飲
酒
楽
甚
、

是
に
於
い
て
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
こ
と
甚
だ
し
。

扣
舷
而
歌
之
、
歌
曰
、
舷
ふ
な
ば
たを
扣た
た

い
て
歌
う
。
歌
に
曰
く
、

桂
櫂
兮
蘭

、

「
桂
の
櫂さ
お

蘭
の
か
い

、

撃
空
明
兮
泝
流
光
、

空
明
に
撃
ち
て

流
光
に
泝
さ
か
の
ぼる
。
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渺
渺
兮
予
懐
、

渺
渺
た
り

予
が
懐
い
、

望
美
人
兮
天
一
方

美
人
を
天
の
一
方
に
望
む
」
と
。

左
遷
の
地
で
賦
さ
れ
た
詩
の
一
節
「
遙
か
彼
方
に
ひ
ろ
が
る
私
の
お
も
い
」
に
、
鈍
叟
は
如
何
な
る
想
念
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

の
こ
る
高
橋
家
伝
来
の
鈍
叟
の
書
は
、
い
ず
れ
も
ま
く
り
の
状
態
で
あ
る（
20
）。
ま
ず
は
『
唐
詩
選
』
よ
り
、
張
巡
の
五
言
律
詩

「
聞
笛
」
を
書
い
た
も
の（
21
）。
ま
く
り
二
枚
に
亘
っ
て
い
る
。

試
一
臨

ち
ょ
う
ぎ
ょ
う

試
み
に
一
た
び
臨
め
ば

虜
騎
附
城
陰

虜り
ょ

騎き

城
陰
に
附
く

不
辯
風
塵
色

風
塵
の
色
を
辯
ぜ
ず

安
知
天
地
心

安
く
ん
ぞ
天
地
の
心
を
知
ら
ん
や

門
開
邊
月
近

門
は
開
け
て
辺
月
近
く

戦
苦
陣
雲
深

戦
い
は
苦
し
く
し
て
陣
雲
深
し

旦
夕
更
樓
上

旦
夕

更
楼
の
上

遙
聞
横
笛
音

遙
か
に
聞
く

横
笛
の
音

庚
午
八
月
為

宮
川
高
橋
君

鈍
翁
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安
史
の
乱
に
お
い
て
叛
乱
軍
に
包
囲
さ
れ
る
な
か
、
城
中
の
笛
の
音
に
風
流
を
感
じ
て
作
っ
た
詩
。
鈍
叟
は
、
一
句
目
の
「

」

を
「
堯
」
に
、
五
句
目
の
「
門
開
」
を
「
開
門
」
と
書
し
、「
近
」
を
脱
字
。
六
句
目
の
「
戦
苦
」
を
「
苦
戦
」
と
書
し
、「
陣
」
を

書
き
落
と
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
詩
仙
李
白
の
周
知
の
七
言
絶
句
「
山
中
與
幽
人
対
酌
」（
22
）。
ま
く
り
一
枚
に
書
さ
れ
る
。

両
人
對
酌
山
花
開

両
人
対
酌
し
て
山
花
開
く

一
杯
一
杯
復
一
杯

一
杯

一
杯

復
た
一
杯

我
酔
欲
眠
卿
且
去

わ
れ
酔
い
て
眠
ら
ん
と
欲
す

き
み
且し
ば
らく
去
れ

明
朝
有
意
抱
琴
来

明
朝

意
有
ら
ば

琴
を
抱
い
て
来
た
れ

鈍
叟
は
、
一
句
目
と
二
句
目
を
逆
に
書
き
、
三
句
目
の
「
我
」
を
「
吾
」、「
卿
」
を
「
君
」
と
書
い
て
い
る
。

最
後
は
人
口
に
膾
炙
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
四
百
十
一
番
、『
伊
勢
物
語
』
九
段
の
和
歌
。

名
に
し
お
は
ゝ

い
さ
こ
と
ゝ
ハ
ん

都
鳥

我
思
ふ
人
は

あ
り
や
な
し
や
と

庚
午
八
月

無
良
飛
計



67　鈍叟・况翁・圓了

京
の
都
を
出
た
在
原
業
平
が
、
武
蔵
国
と
下
総
国
の
境
、
隅
田
川
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
落
款
の
「
無
良
飛
計
」
は
、
万
葉
仮
名

で
「
む
ら
ひ
け
」
と
読
ま
せ
る
か
。「
む
ら
」
は
「
き
む
ら
」
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
。

張
巡
、
李
白
、
そ
し
て
業
平
の
三
点
（
ま
く
り
四
枚
）
は
、
同
寸
法
で
同
じ
よ
う
に
日
に
焼
け
、
裏
面
に
は
表
装
の
痕
跡
が
認
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
二
曲
一
双
の
屏
風
に
仕
立
て
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
白
の
も
の
に
落
款
が
な
い
の
は
、

業
平
と
対
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
張
巡
と
李
白
の
も
の
は
誤
字
脱
字
が
目
立
ち
、
句
の
順
番
が
逆
転
し
て
い
る
な
ど
、
不
確
か
な
記
憶
に
基
づ
き
書
か
れ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
請
わ
れ
て
即
座
に
書
き
与
え
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
鈍
叟
は
、
翌
九
月
に
陶

淵
明
を
本
腰
を
入
れ
て
書
い
た
。
そ
れ
は
こ
れ
に
の
み
印
を
捺
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ
る
。

以
上
、
鈍
叟
が
高
橋
九
郎
の
た
め
に
書
し
た
四
つ
の
詩
と
歌
は
、
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
、
基
本
中
の
基
本
で
あ

る
。
教
養
と
し
て
九
郎
に
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
故
鈍
叟
は
多
く
の
な
か
か
ら
こ
れ
ら
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
郎
は

二
十
歳
、
既
に
丸
山
貝
陵
の
も
と
で
学
び
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
詩
は
習
得
済
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
詩
の
作
者
た
ち
の
半
生
を
み
れ

ば
、
隠
遁
者
の
陶
淵
明
、
孤
軍
奮
闘
し
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
張
巡
、
晩
年
は
投
獄
と
流
罪
を
経
験
す
る
李
白
、「
身
を
え
う
な
き

物
」
に
思
い
な
し
た
業
平
。
鈍
叟
が
、
自
ら
の
境
遇
と
胸
中
を
詩
の
作
者
ら
に
仮
託
し
た
と
み
る
の
は
、
深
読
み
に
過
ぎ
よ
う
か
。

高
橋
家
に
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
鈍
叟
の
借
金
証
文
が
遺
る（
23
）。

覚

一
金
五
両
也

右
者
借
用
申
処
実
正
御
座
候
、
来
ル
四
月
中
無
相
違
元
利
返
済
可
致
候
、
為
其
如
件
、
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明
治
五
申
ノ

二
月
廿
二
日

木
村
鈍
叟
（
印
）

高
橋
九
郎
殿御

口
入

生
活
に
窮
し
た
も
の
か
、
証
文
の
字
は
力
な
く
弱
い
。
木
村
鈍
叟
の
そ
の
後
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
。
没
年
、
墓
所
と
も
に
不

明
。

三
况
翁
石
黒
忠
悳
（
一
八
四
五
〜
一
九
四
一
）
は
陸
軍
軍
医
総
監
、
貴
族
院
勅
選
議
員
、
日
本
赤
十
字
社
社
長
な
ど
と
し
て
知
ら
れ

る（
24
）。
奥
州
伊
達
郡
梁
川
の
代
官
手
代
平
野
良
忠
の
家
に
生
ま
れ
た
。
甲
州
で
幼
年
を
過
ご
し
た
の
ち
、
江
戸
に
出
て
中
澤
雪
城

（
一
八
〇
八
〜
六
六
、
長
岡
出
身
）
に
書
を
学
ぶ
。
父
の
没
後
、
信
州
中
之
条
で
の
生
活
を
経
て
、
圓
了
生
家
に
ほ
ど
近
い
越
後
三

島
郡
片
貝
村
（
現
小
千
谷
市
）
の
石
黒
家
（
伯
母
の
家
）
を
継
い
だ
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
十
八
歳
の
頃
よ
り
私
塾
を
営
み
、

こ
こ
に
少
き
圓
了
は
通
っ
た
。
後
年
、
况
翁
は
こ
の
頃
の
圓
了
に
つ
い
て
、
大
雪
の
日
に
ひ
と
り
だ
け
塾
に
来
た
こ
と
、
通
塾
の
途

中
で
鼻
緒
が
切
れ
て
も
時
間
を
惜
し
み
裸
足
で
来
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る（
25
）。

高
橋
家
に
伝
わ
っ
た
石
黒
忠
悳
の
掛
軸
は
自
作
の
七
言
絶
句
を
書
し
た
も
の
で
あ
る（
26
）。

君
恩
太
渥
及
草
廬

君
恩
は
な
は
だ
渥あ
つ

く

草
廬
に
及
ぶ
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負
暖
南
軒
食
有
魚

南
軒
に
暖
を
負
い
て

食
に
魚
有
り

終
日
悠
然
凭
浄
几

終
日

悠
然
と
し
て
浄
几
に
凭よ

る

読
書
不
復
要
三
餘

読
書

ま
た
三
餘
を
要
さ
ず

况
翁

韻
目
は
上
平
六
魚
。
君
恩
に
感
謝
し
な
が
ら
、
満
ち
足
り
た
悠
々
自
適
の
隠
居
生
活
を
送
る
さ
ま
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
結
句
の
三

餘
と
は
、
三
つ
の
餘
り
の
時
間
、
す
な
わ
ち
冬
は
歳
の
餘
り
、
夜
は
日
の
餘
り
、
陰
雨
は
時
の
餘
り
を
指
し
、
学
問
を
す
る
に
は
こ

の
剰
餘
の
時
間
で
足
り
る
と
の
意
で
あ
る（
27
）。
読
書
に
そ
の
よ
う
な
三
餘
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
と
き
既
に

石
黒
は
陸
軍
を
退
き
、
あ
る
い
は
赤
十
字
社
を
も
退
い

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
石

黒
晩
年
の
心
持
ち
を
詠
ん
だ
詩
と
推
測
す
る
。

落
款
印
は
「
石
黒
忠
悳
」（
白
文
）
と
「
况
斎
主
人
」

（
朱
文
）。
関
防
印
は
「
我
思
古
人
」（
朱
文
）。「
我
古

人
を
思
う
」
は
、『
詩
経
』

は
い

風ふ
う

の
「
緑
衣
」
に
あ
る

言
葉
。
亡
き
妻
の
衣
を
抱
き
、
故
人
を
偲
ぶ
詩
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
古
人
と
は
亡
き
妻
の
こ
と
だ
が
、
古
来

よ
り
文
人
た
ち
は
も
っ
と
自
由
に
、
前
世
に
知
己
を
求

め
る
態
度
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
我
思
古
人
」
を
使
っ

石黒况翁書



70

て
き
た
。
石
黒
に
お
い
て
も
そ
れ
は
変
わ
る
ま
い
。

号
を
况
翁
と
す
る
こ
と
の
所
以
は
石
黒
自
ら
記
す（
28
）。

余
十
八
才
の
時
、
岡
本
縫
助

（
マ
マ
）殿

と
い
う
人
に
逢
う
た
。（
岡
本
氏
の
事
は
後
に
又
述
ぶ
べ
し
）
此
先
生
の
話
の
内
に
昔
ま
し
て

の
翁
と
い
う
翁
が
あ
り
て
、
何
事
に
も
頓
着
し
な
い
、
よ
き
事
が
あ
り
て
人
来
り
慶
す
れ
ば
、
曰
く
、
是
よ
り
も
尚
お
よ
き
事

も
あ
る
べ
し
、
ま
し
て
如
此
事
を
や
慶
す
る
に
足
ら
ず
と
て
喜
ば
ず
、
凶
事
あ
り
て
人
来
り
弔
す
れ
ば
、
曰
く
、
是
よ
り
も
尚

凶
き
事
も
あ
る
べ
し
、
ま
し
て
や
如
此
事
を
や
、
憂
う
る
に
足
ら
ず
と
て
、
憂
い
ず
。
此
ま
し
て
と
い
う
字
を
漢
字
に
直
さ
ば

况
の
字
な
り
と
、
余
此
話
を
き
ゝ
（
其
何
書
に
あ
る
か
聞
落
せ
し
は
残
念
な
り
。
蓋
し
塞
翁
の
馬
作
り
替
話
な
る
べ
し
）、
大

に
面
白
く
感
じ
、
此
翁
固
く
安
心
立
命
の
地
に
心
を
置
く
、
故
に
幸
不
幸
に
大
差
な
く
、
毀
誉
褒
貶
意
に
介
す
る
に
足
ら
ざ
る

也
。
己
れ
も
安
心
立
命
の
地
を
堅
め
て
ま
し
て
の
翁
の
真
似
を
し
よ
う
か
と
、
因
て
此
况
（
ま
し
て
）
の
字
を
取
て
况
斎
と
号

さ
ん
と
て
、
一
日
岡
本
氏
に
其
事
を
話
し
た
り
し
に
、
氏
笑
て
曰
く
、
余
亦
此
字
を
取
り
既
に
况
斎
と
号
せ
り
と
て
、
其
蔵
書

目
録
况
斎
書
目
と
い
う
本
を
示
さ
れ
た
り
、
併
し
号
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
借
用
証
文
に
書
た
り
、
公
証
人
役
場
へ
持
出
す
も

の
で
も
な
し
、
い
く
ら
同
じ
人
が
あ
り
て
も
差
支
な
き
も
の
だ
か
ら
、
其
儘
改
め
も
せ
ず
、
况
斎
と
号
す
る
の
だ
。
漸
く
年
齢

を
重
ね
、
こ
う
ら
を
経
て
来
て
、
近
年
は
、
斎
を
や
め
て
翁
を
し
、
况
翁
と
号
す
。
併
し
安
心
立
命
の
地
盤
堅
固
に
し
て
果
し

て
昔
の
ま
し
て
の
翁
の
如
く
参
る
か
参
ら
ぬ
か
は
、
死
し
て
後
な
ら
で
は
確
と
は
な
ら
ぬ
。

岡
本
縫
殿
助
は
岡
本
保
孝
（
一
七
九
七
〜
一
八
七
八
）
の
こ
と
。
通
称
は
初
め
勘
右
衛
門
、
字
は
子
戒
、
号
に
況
斎（
29
）
や
麻
志

天
乃
屋
（
ま
し
て
の
や
）、
拙
誠
堂
な
ど
。
旗
本
若
林
家
に
生
ま
れ
、
の
ち
岡
本
家
を
継
ぐ
。
国
学
を
清
水
浜
臣
に
、
漢
学
を
狩
谷
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棭
斎
に
学
ん
だ
。
維
新
後
は
大
学
中
博
士
と
な
っ
た
。
和
漢
の
学
に
精
通
し
、
多
く
の
考
証
学
の
著
書
を
も
の
し
た
人
物
で
あ
る（
30
）。

石
黒
の
况
翁
と
い
う
号
は
こ
の
岡
本
況
斎
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
ま
し
て
の
翁
」
の
話
は
、
石
黒
が
推
測
す
る
よ
う
に

「
塞
翁
が
馬
」
の
一
変
形
で
あ
ろ
う
。
岡
本
の
次
男
で
あ
る
桜
井
友
二
郎
は
「
そ
も
そ
も
こ
の
ま
し
て
と
い
ふ
事
は
、
中
む
か
し
近

江
の
国
に
ひ
と
り
の
お
き
な
あ
り
て
、
み
る
こ
と
き
く
こ
と
に
つ
け
て
、
つ
ね
に
ま
し
て
と
な
ん
い
ひ
た
り
け
る
と
か
や
」
と
由
来

を
語
っ
て
い
る（
31
）。

石
黒
况
翁
の
高
橋
九
郎
宛
書
簡
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
三
十
日
付
の
も
の
を
、
石
黒
の
自

伝
と
併
せ
て
読
み
解
い
て
み
た
い（
32
）。

〔
封
筒
〕

（
表
）
市
内
日
本
橋
区
本
銀
町
三
丁
目

樋
口
屋
金
蔵
方

代
議
士
高
橋
九
郎
殿御

直
披

（
裏
）

牛
込
揚
場
町
十
七

石
黒
忠
悳
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日
々
御
多
用
奉
拝
察
候
、
然
者
鉄
道
之
事
も
略
示
き
ま
り
候
ニ
付
而
者
、
此
後
之
事
ニ
付
、
御
高
見
も
承
度
と
存
居
候
、
明
日

者
小
生
寸
暇
な
く
、
明
後
日
者
朝
よ
り
役
所
ニ
罷
有
候
、
も
し
や
議
院
へ
御
出
之
前
、
時
も
被
為
有
候
ハ
ヽ
、
陸
軍
省
へ
御
出

被
下
候
へ
者
、
被
得
拝
芝
候
、
是
ハ
小
生
ゟ
罷
出
度
候
へ
共
、
も
し
や
御
不
在
も
難
計
ニ
付
、
一
寸
伺
候
、
御
都
合
ニ
よ
り
小

生
ゟ
罷
出
度
ト
奉
存
候
、
高
橋
様

石
黒

明
治
廿
七
年
五
月
卅
日

こ
の
時
、
石
黒
は
陸
軍
軍
医
総
監
、
高
橋
九
郎
は
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。
書
簡
は
「
鉄
道
之
事
」
に
つ
い
て
面
談
の
時
日
を
調

整
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
鉄
道
之
事
」
と
は
何
か
。
当
該
年
の
石
黒
の
自
伝
に
は
次
の
記
述
が
あ
る（
33
）。

そ
の
頃
ま
た
、
私
の
郷
国
の
北
越
鉄
道
敷
設
に
つ
き
私
ど
も
は
度
々
集
会
し
て
相
談
し
て
い
た
の
で
し
た
が
、
六
月
三
日
の
日

曜
に
越
後
十
一
藩
の
旧
藩
主
諸
君
と
も
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
前
島
密
・
大
倉
喜
八
郎
そ
の
他
の
諸
氏
も
共
に
星
ガ
岡
茶
寮

に
集
ま
り
、
一
応
話
も
終
り
午
食
を
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
へ
、
陸
軍
省
か
ら
急
報
で
、
即
刻
陸
軍
大
臣
官
邸
へ
来
い
と
の
命

令
で
す
。

石
黒
は
北
越
鉄
道
（
現
在
の
信
越
本
線
直
江
津
―
新
潟
間
）
の
敷
設
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
た
。
六
月
三
日
に
は
山
王
の
星
ヶ

岡
茶
寮
で
、
旧
越
後
十
一
藩
（
長
岡
、
村
上
、
高
田
、
糸
魚
川
、
新
発
田
、
村
松
、
与
板
、
三
根
山
、
三
日
市
、
黒
川
、
椎
谷
）
の

藩
主
ら
を
交
え
た
会
合
を
催
し
て
い
る
。
同
席
の
前
島
密
（
一
八
三
五
〜
一
九
一
九
）
は
越
後
国
頸
城
郡
下
池
部
村
（
現
上
越
市
）

の
豪
農
の
出
で
、
医
学
、
蘭
学
、
航
海
術
を
修
め
た
の
ち
、
幕
臣
と
な
っ
た
人
傑
。
明
治
政
府
の
郵
便
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
で
知
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ら
れ
る
。
大
倉
喜
八
郎
（
一
八
三
七
〜
一
九
二
八
）
は
越
後
国
北
蒲
原
郡
新
発
田
町
（
現
新
発
田
市
）
の
豪
商
の
家
に
生
ま
れ
、
若

く
し
て
江
戸
に
出
て
商
売
に
成
功
。
明
治
政
府
の
武
器
御
用
達
商
人
を
務
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
会
社
を
立
ち
上
げ
一
代
で
大
倉

財
閥
を
築
き
上
げ
た
。

新
潟
県
出
身
の
人
士
を
集
め
た
こ
の
会
合
に
高
橋
九
郎
が
出
席
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
前
日
、
六
月
二
日
に
衆
議
院

は
解
散
し
て
い
る
。
九
郎
は
同
年
三
月
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
、
新
潟
五
区
よ
り
出
馬
し
初
当
選
し

た
。
議
員
た
ち
が
召
集
さ
れ
第
六
議
会
が
開
会
し
た
の
は
五
月
十
五
日
。
九
郎
の
最
初
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
実
質
的
な
活
動
期

間
は
わ
ず
か
に
十
八
日
間
で
あ
っ
た
。
九
郎
が
再
び
帝
国
議
会
に
戻
っ
て
く
る
の
は
明
治
三
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。

石
黒
に
つ
い
て
も
こ
の
あ
と
北
越
鉄
道
事
業
か
ら
一
歩
引
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
六
月
三
日
の
会
合
途
中
で
の
急
報
は
、
朝
鮮

半
島
へ
の
清
国
出
兵
に
対
す
る
協
議
の
た
め
で
、
翌
四
日
に
石
黒
は
野
戦
衛
生
長
官
と
な
り
、
日
清
両
国
は
戦
争
へ
と
突
入
し
て
ゆ

く
。鉄

道
の
方
は
、
同
年
七
月
二
十
六
日
に
逓
信
省
よ
り
北
越
鉄
道
株
式
会
社
（
発
起
人
代
表
渋
沢
栄
一
）
に
対
し
て
鉄
道
敷
設
の
仮

免
状
が
下
付
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る（
34
）。
創
立
委
員
長
に
は
前
島
密
が
就
任
し
た（
35
）。

四
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
井
上
圓
了
は
大
学
経
営
か
ら
身
を
退
き
、
社
会
教
育
活
動
と
し
て
の
全
国
巡
講
を
は
じ
め
た
。

以
後
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
ま
で
、
講
演
回
数
お
よ
そ
五
四
〇
〇
回
、
聴
衆
人
数
は
延
べ
一
四
〇
万
人
に
の
ぼ
る（
36
）。
巡
講

の
詳
細
な
記
録
を
、
圓
了
は
『
南
船
北
馬
集
』
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
こ
に
は
各
地
を
訪
れ
、
感
興
の
湧
く
が
ま
ま
に
漢
詩
を
即
座

に
賦
す
圓
了
の
姿
が
あ
る
。
高
橋
家
に
伝
わ
っ
た
圓
了
の
書
も
、
そ
う
し
た
全
国
巡
講
の
な
か
で
生
ま
れ
た
七
言
絶
句
を
扇
に
書
い
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た
も
の
で
あ
る（
37
）。

仙
北
原
頭
車
路
通

仙
北
の
原
頭
に
車
路
通
ず

満
身
凉
気
訝
秋
風

満
身
の
凉
気

秋
風
か
と
訝
し
む

羽
山
雲
尽
夏
光
好

羽
山
に
雲
尽
き
て

夏
光
や
好
し

一
朶
倒
蓮
懸
碧
空

一
朶
の
倒
蓮

碧
空
に
懸
か
る

圓
了
道
人

上
平
一
東
の
韻
。
関
防
印
は
「
大
正
四
年
」（
白
文
）。
落
款
印
は
「
圓
了
」（
朱
文
）

を
象
っ
た
楕
円
変
形
印
。
圓
了
の
関
防
印
は
そ
の
年
を
刻
む
た
め
毎
年
更
新
さ
れ
る
。

大
正
四
年
の
圓
了
は
、
伊
豆
修
善
寺
に
新
年
を
迎
え
た
の
ち
、
ま
ず
二
月
よ
り
五
月
に

か
け
て
岡
山
を
隅
々
ま
で
巡
講
。
三
浦
半
島
に
疲
れ
を
癒
や
し
た
の
ち
、
六
月
よ
り
秋

田
の
巡
講
に
入
る
。
八
月
に
秋
田
全
域
の
巡
講
を
終
え
、
九
月
末
の
帰
郷
の
往
き
帰
り

に
長
野
、
新
潟
、
福
井
を
巡
講
。
十
二
月
に
栃
木
県
を
巡
っ
て
、
こ
の
年
を
終
え
る
予

定
が
、
郷
里
の
弟
井
上
圓
成
危
篤
の
報
を
う
け
急
ぎ
帰
郷
。
幸
い
一
命
を
取
り
留
め
安

堵
す
る
も
、
か
え
っ
て
圓
了
が
風
邪
を
引
き
、
そ
の
ま
ま
帰
京
。
風
邪
は
翌
年
ま
で
持

ち
越
し
て
い
る
（
な
お
圓
成
は
大
正
五
年
の
二
月
一
日
に
入
寂
）。

こ
の
年
、
各
地
で
詠
ん
だ
漢
詩
は
八
十
六
首
。
実
際
の
景
色
に
即
し
た
詩
が
ほ
と
ん

井上圓了書
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ど
だ
が
、
ま
れ
に
絵
葉
書
や
案
内
記
の
み
か
ら
一
詩
を
得
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
掲
出
の
詩
は
七
月
三
十
日
、
秋
田
県
南
部
、
矢
島

町
へ
の
巡
講
の
途
次
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る（
38
）。
起
句
は
も
と
「
矢
島
渓
頭
車
路
通
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
よ
り
広
汎
な
地
域

を
指
す
「
仙
北
」
へ
と
推
敲
さ
れ
た
。
高
原
の
爽
や
か
な
風
と
光
を
詠
み
、
鳥
海
山
を
逆
し
ま
に
し
た
蓮
に
見
立
て
て
い
る
。

高
橋
九
郎
に
こ
れ
を
書
し
、
贈
っ
た
の
は
九
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
親
の
法
要
を
営
む
た
め
、
圓
了
は
こ

の
日
の
午
後
四
時
に
郷
里
の
来
迎
寺
駅
に
到
着
し
た
。
翌
日
の
早
朝
よ
り
十
月
五
日
ま
で
魚
沼
郡
各
所
を
講
演
し
て
廻
り
、
十
月
六

日
の
正
午
に
来
迎
寺
駅
を
発
し
、
福
井
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
来
迎
寺
に
は
一
度
も
戻
っ
て
い
な
い
。
九
郎
と
久
闊
を
叙
す

機
会
は
三
十
日
を
お
い
て
な
い
。
か
り
に
十
月
六
日
の
出
発
前
に
書
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
圓
了
は
こ
の
数
日
間
に
魚
沼
郡
で
詠
ん
だ

二
首
を
認
め
た
で
あ
ろ
う
。
圓
了
は
秋
田
で
詠
ん
だ
三
十
二
首
よ
り
、
気
に
入
り
の
一
首
を
九
郎
へ
贈
っ
た
。
圓
了
と
九
郎
、
年
経

り
て
も
変
わ
ら
ぬ
同
窓
の
誼
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
き
日
の
圓
了
に
は
九
郎
へ
の
わ
だ
か
ま
り
が
存
在
し
て
い
た
。
慈
光
寺
の
跡
継
ぎ
と
檀
家
総
代
と
の
確
執
で

あ
る
。
明
治
二
十
二
年
、
哲
学
館
は
そ
れ
ま
で
仮
教
場
と
し
て
い
た
本
郷
龍
岡
町
の
麟
祥
院
を
出
て
、
蓬
萊
町
の
新
校
舎
へ
移
ら
ん

と
し
て
い
た
。
哲
学
館
、
飛
躍
の
年
に
あ
た
り
、
圓
了
は
慈
光
寺
次
期
住
職
の
座
と
訣
別
し
た
。
頻
り
に
帰
郷
を
促
す
父
圓
悟
に
対

し
、
圓
了
は
「
仏
教
惣
体
」
の
た
め
に
身
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
こ
と
を
書
き
送
っ
た（
39
）。
そ
れ
は
「
田
舎
ノ
一
寺
院
ノ
コ
ト
位

ハ
之
ヲ
二
、三
年
其
儘
ニ
打
捨
テ
置
ク
モ
別
段
仏
教
上
ニ
困
難
ヲ
来
ス
程
ノ
コ
ト
無
之
」
と
い
う
態
度
を
と
ら
せ
る
も
の
と
な
る
。

こ
と
は
父
親
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
い
。
檀
家
と
の
問
題
で
も
あ
る
。

若
シ
慈
光
寺
檀
中
、
慈
光
寺
ヲ
思
フ
ノ
本
意
、
仏
教
ヲ
愛
ス
ル
ノ
意
ニ
出
ツ
ル
ナ
ラ
ハ
、
何
ソ
私
カ
今
日
仏
教
全
体
ノ
為
メ
ニ

苦
心
奔
走
ス
ル
ヲ
尤
ム
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
、
亦
何
程
其
檀
中
一
同
カ
私
ニ
迫
リ
テ
之
ヲ
尤
ム
ル
モ
、
私
カ
自
分
ノ
赤
心
ハ
天
地
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ニ
誓
フ
テ
変
ス
ル
コ
ト
不
出
来
候
、
縦
令
檀
家
一
同
我
レ
ヲ
暗
殺
ス
ル
ト
モ
、
我
身
ヲ
寸
断
ス
ル
ト
モ
、
余
ハ
自
分
ノ
盟
心
ハ

日
月
ヲ
貫
キ
テ
モ
変
ス
ル
コ
ト
不
致
候
、
蓋
シ
檀
家
カ
一
ヶ
寺
ノ
盛
衰
ヲ
見
テ
、
仏
教
全
体
ノ
今
日
ノ
有
様
ヲ
洞
察
ス
ル
ノ
力

ナ
キ
ハ
、
其
識
見
ノ
暗
キ
ニ
ヨ
ル
コ
ト
明
カ
ニ
候
、
私
ハ
仏
教
ノ
為
メ
ニ
一
命
ヲ
損
ス
ル
カ
如
キ
ハ
末
代
ノ
栄
誉
ト
致
ス
所
ニ

候
、
私
ノ
赤
心
ハ
田
舎
ノ
人
ニ
説
キ
テ
モ
兎
テ
モ
不
相
分
候
ニ
付
、
是
迄
申
シ
タ
ル
コ
ト
無
之
候
、
高
九
氏
其
他
ノ
諸
氏
上
京

ア
リ
テ
モ
世
間
普
通
ノ
談
話
ノ
ミ
致
居
候
ハ
、
私
之
本
心
ハ
御
話
致
シ
テ
モ
御
分
リ
無
之
ト
存
候
故
、
人
並
ニ
交
際
致
居
候
、

世
間
ノ
人
ニ
此
ノ
如
キ
コ
ト
話
シ
致
テ
モ
、
人
ハ
狂
人
ノ
様
ニ
ノ
ミ
思
ヒ
居
候
、
然
シ
夫
レ
ハ
私
カ
狂
人
ナ
ル
ヤ
、
世
間
ノ
人

ノ
方
狂
人
ヤ
、
判
定
ス
ル
コ
ト
難
キ
コ
ト
ニ
候
、
古
代
ニ
ア
リ
テ
一
宗
オ
モ
開
キ
タ
ル
人
ハ
其
当
時
ノ
人
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
皆

狂
人
ニ
候
、
其
孰
レ
カ
果
シ
テ
狂
ナ
ル
ヤ
ハ
死
後
ノ
人
ヲ
待
チ
テ
始
メ
テ
知
ル
ヘ
キ
コ
ト
ニ
候
、
慈
光
寺
檀
中
狂
ス
ル
カ
、
私

狂
ス
ル
カ
、
唯
今
ニ
テ
ハ
不
分
候
ヘ
共
、
未
来
ノ
人
其
判
別
ヲ
知
ル
コ
ト
ニ
候
、

圓
了
若
き
日
の
気
負
い
が
感
じ
ら
れ
る
激
し
い
文
章
で
あ
る
。
文
中
の
「
高
九
氏
」
と
は
高
橋
九
郎
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
九
郎
ら

檀
家
も
圓
了
の
帰
郷
を
慫
慂
し
て
い
た
。
だ
が
圓
了
に
は
高
邁
な
理
想
が
あ
る
。「
仏
教
今
将
ニ
死
ナ
ン
ト
ス
ル
」、
そ
の
秋
に
臨
ん

で
「
狂
人
」
圓
了
は
自
ら
を
死
地
に
置
い
て
の
奮
闘
を
誓
っ
た
。
圓
了
の
帰
郷
を
願
っ
た
九
郎
も
、
の
ち
に
は
そ
の
活
動
に
多
額
の

寄
付
金
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
る
。

圓
了
生
家
の
慈
光
寺
に
、
晩
年
の
圓
了
が
九
郎
に
宛
て
た
書
簡
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
伝
来
経
緯
は
不
詳
だ
が
、
後
年
に
高
橋
家
か

ら
慈
光
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
40
）。

大
正
七
年
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七
月
廿
五
日

拝
啓
、
入
暑
以
来
益
御
壮
健
奉
賀
上
候
、
拙
者
ハ
五
月
以
来
朝
鮮
十
三
道
巡
講
罷
在
、
一
昨
々
日
帰
京
、
更
ニ
本
日
ヨ
リ
青
森

県
へ
向
ケ
出
講
仕
候
、
慈
光
寺
ニ
テ
ハ
以
御
蔭
成
章
目
出
度
真
宗
大
学
卒
業
候
ニ
付
、
尚
今
後
宜
ク
御
引
立
被
下
度
候
、

朝
鮮
釜
山
ニ
テ
ハ
小
倉
良
八
氏
ヨ
リ
伝
言
有
之
候
、
無
筆
ノ
為
ニ
御
書
面
ハ
差
上
不
申
候
へ
共
、
一
日
モ
御
忘
レ
申
シ
タ
ル
事

無
之
候
ニ
付
、
朝
鮮
へ
御
渡
航
ノ
節
ハ
御
立
寄
被
下
度
、
呉
々
申
サ
レ
候
、
当
氏
ハ
釜
山
成
功
者
ノ
一
人
ニ
候
、

先
ツ
ハ
右
御
通
知
旁
暑
中
御
見
舞
申
候
、
拙
者
ハ
九
月
十
日
頃
ニ
ハ
帰
京
可
仕
候
ニ
付
、
其
節
委
細
可
申
上
候
、

高
橋
大
人

井
上
圓
了
拝

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
圓
了
は
、
五
月
か
ら
日
本
統
治
下
の
韓
国
を
講
演
し
て
廻
っ
て
い
る
。
書
簡
に
あ
る
十
三
道
と
は
明

治
二
十
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
李
氏
朝
鮮
（
の
ち
大
韓
帝
国
）
の
地
方
行
政
区
画
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
朝
鮮
全
土
の
意
で
使
わ
れ

て
い
る
。
七
月
二
十
二
日
に
東
京
に
戻
っ
た
圓
了
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
を
認
め
た
二
十
五
日
に
早
く
も
次
の
巡
講
先
で
あ
る
青
森

へ
と
発
っ
て
い
る
。

釜
山
で
は
小
倉
良
八
な
る
人
物
よ
り
高
橋
九
郎
へ
の
言
伝
を
頼
ま
れ
て
い
る
。「
釜
山
成
功
者
」
の
小
倉
は
九
郎
に
恩
義
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。
渡
航
の
際
に
は
立
ち
寄
る
よ
う
頻
り
に
勧
め
た
と
い
う
。

書
中
の
成
章
は
圓
了
の
甥
で
、
弟
圓
成
の
子（
41
）。
こ
の
年
、
真
宗
大
学
（
現
大
谷
大
学
）
を
卒
業
し
た
。
成
章
は
圓
成
入
寂
後

の
慈
光
寺
十
六
世
で
あ
る
。
圓
了
に
し
て
み
れ
ば
、
弟
圓
成
は
自
ら
の
代
わ
り
と
な
っ
て
慈
光
寺
を
継
い
だ
。
そ
の
こ
と
は
甥
の
成

章
の
人
生
を
も
変
え
た
こ
と
に
な
る
。
圓
了
は
檀
家
惣
代
の
九
郎
へ
、
成
章
の
支
援
を
頼
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

圓
了
は
翌
大
正
八
年
六
月
六
日
に
遊
説
先
の
大
連
で
倒
れ
、
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
享
年
六
十
二
。
况
翁
石
黒
忠
悳
は
、
生
前
、
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自
ら
の
葬
儀
に
お
け
る
遺
文
の
代
読
を
圓
了
に
頼
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た（
42
）。
圓
了
の
辞
世
は
既
に
公
開
済
み
で

あ
る（
43
）。

世
事
由
来
幾
変
更

世
事

由
来
は

幾
変
更

老
餘
只
喜
会
昇
平

老
餘

た
だ
昇
平
に
会
す
る
を
喜
ぶ

非
僧
非
俗
心
常
穏

僧
に
非
ず
俗
に
非
ず

心
常
に
穏
や
か
に
し
て

無
位
無
官
身
自
軽

位
な
し
官
な
し

身
お
の
ず
か
ら
軽
し

淡
以
相
親
何
択
友

淡
き
を
以
て
相
親
し
む

な
ん
ぞ
友
を
択
ば
ん

斃
而
後
已
不
期
成

斃
れ
て
而
し
て
の
ち
已
む

成
る
を
期
せ
ず

吾
生
幸
得
全
天
寿

吾
が
生

幸
い
に
し
て

全
き
天
寿
を
得
る

笑
向
黄
泉
深
処
行

笑
い
て
向
か
わ
ん

黄
泉
へ
の
深
処
の
行

「
非
僧
非
俗
」
は
親
鸞
の
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
る
（『
教
行
信
証
』）。
真
宗
寺
院
に
生
ま
れ
育
っ
た
圓
了
に
こ
の
言
葉
は
馴
染
み
深

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
圓
了
に
は
、
叙
勲
の
話
も
一
度
な
ら
ず
出
て
い
る
が
、
こ
れ
を
固
辞
し
「
無
位
無
官
」
を
と
お
し
た（
44
）。

圓
了
遺
愛
の
落
款
印
の
ひ
と
つ
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。「
無
官
無
位
非
僧
非
俗

妖
怪
道
人
圓
了
」。

【
註
】

（
１
）
井
上
圓
了
『
日
本
周
遊
奇
談
』（
明
治
四
十
四
年
、『
井
上
円
了
選
集
』
二
十
四
巻
）
四
四
九
頁
。
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（
２
）
井
上
圓
了
『
圓
了
茶
話
』（
明
治
三
十
五
年
、『
井
上
円
了
選
集
』
二
十
四
巻
）
一
五
八
頁
。

（
３
）
三
輪
政
一
編
『
井
上
圓
了
先
生
』（
東
洋
大
学
校
友
会
、
一
九
一
九
年
）
一
〇
三
頁
。
ま
た
「
言
文
一
致
」
の
漢
詩
と
も
評
さ
れ
て
い

る
（
同
前
書
、
一
七
六
頁
）。

（
４
）
井
上
圓
了
「
哲
学
館
開
設
ノ
旨
趣
」（
明
治
二
十
年
、『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
・
上
）
八
三
頁
。

（
５
）
井
上
圓
了
『
活
佛
教
』（
大
正
元
年
、『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
・
上
）
一
〇
頁
。

（
６
）
井
上
圓
了
『
屈
蠖
詩
集
』（『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集
』
三
文
舎
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
四
頁
。

（
７
）
高
橋
家
文
書
の
大
部
分
が
二
〇
一
〇
年
に
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
整
理
と
研
究
の
た
め
に
井
上
円
了

記
念
研
究
助
成
を
う
け
た
「
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
研
究
会
（
研
究
代
表
者
・
白
川
部
達
夫
）
が
組
織
さ
れ
、
筆
者
も

分
担
研
究
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
冊
の
年
次
報
告
書
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
高
橋
家
に
つ

い
て
の
研
究
論
文
や
高
橋
家
文
書
の
仮
目
録
を
収
め
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
武
藤
喜
一
編
『
高
橋
九
郎
翁
』（
産
業
組
合
中
央
会
新
潟
支
会
、
一
九
二
四
年
）
三
頁
。

（
９
）
石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』（
岩
波
文
庫
）
八
六
頁
。

（
10
）
高
橋
家
文
書
（
神
谷
区
蔵
）
二
二
二
番
。

（
11
）
吉
田
楳
斎
『
越
後
人
物
史
』（
弘
化
二
年
、『
新
潟
県
史
』
別
編
三
）
一
四
七
頁
。
恒
の
読
み
は
不
明
。
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
に

よ
れ
ば
名
乗
は
チ
カ
、
ツ
ネ
、
ノ
ブ
の
い
ず
れ
か
。

（
12
）
以
下
、
煩
雑
を
避
け
、
鈍
叟
と
名
乗
る
以
前
で
あ
っ
て
も
そ
れ
で
通
す
。
石
黒
况
翁
に
つ
い
て
も
同
じ
。

（
13
）
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
四
三
四
頁
。

（
14
）
今
泉
鐸
次
郎
『
河
井
継
之
助
傳
』（
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
）
十
五
頁
。

（
15
）
井
上
圓
了
『
襲
常
詩
稿
』（『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集
』
前
掲
）
二
六
頁
。

（
16
）
井
上
圓
了
『
襲
常
詩
稿
』（
前
掲
）
五
〇
頁
。

（
17
）
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。
紙
本
軸
装
。

（
18
）
唐
木
順
三
『
無
用
者
の
系
譜
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
）。

（
19
）
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
選
訳
『
蘇
東
坡
詩
選
』（
岩
波
文
庫
）
三
一
八
頁
。
な
お
「
眇
」
と
「
渺
」
の
違
い
が
あ
る
が
、『
五
體
字
類
』
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に
よ
れ
ば
同
字
で
あ
る
。

（
20
）
高
橋
家
文
書
（
井
上
円
了
記
念
博
物
館
蔵
）。

（
21
）
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
上
（
岩
波
文
庫
）
三
七
六
頁
。

（
22
）
松
浦
友
久
編
訳
『
李
白
詩
選
』（
岩
波
文
庫
）
九
四
頁
。

（
23
）
高
橋
家
文
書
（
神
谷
区
蔵
）
二
二
〇
番
。

（
24
）
石
黒
は
、
別
に
茶
人
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
る
。『
好
求
録

茶
器
鑑
定
秘
伝
抄
』（
明
治
十
六
年
、
赤
塚
輯
校
閲
）、『
増
訂
好
求
録

茶
器
鑑
定
法
』（
明
治
四
十
四
年
）
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
25
）
石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』（
岩
波
文
庫
）
九
二
頁
。
圓
了
の
死
に
際
し
て
寄
せ
た
一
文
に
も
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（『
井
上
圓

了
先
生
』
前
掲
、
八
五
頁
）。

（
26
）
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。
絖
本
軸
装
。

（
27
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
一
巻
、
一
八
六
頁
。-

（
28
）
『
况
翁
閑
話
』（
博
文
館
、
一
九
〇
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

（
29
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
は
、「
况
」
は
「
況
」
の
俗
字
で
あ
る
と
す
る
。
石
黒
は
専
ら
「
况
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。

（
30
）
な
お
森
鷗
外
『
渋
江
抽
斎
』（
岩
波
文
庫
）
六
七
頁
に
も
登
場
す
る
。

（
31
）
山
部
和
喜
「
況
斎
と
『
発
心
集
』」（『
三
田
國
文
』
二
十
一
号
、
一
九
九
四
年
）。

（
32
）
高
橋
家
文
書
（
井
上
円
了
記
念
博
物
館
蔵
）。

（
33
）
石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』（
岩
波
文
庫
）
二
九
三
頁
。

（
34
）
明
治
二
十
七
年
八
月
十
五
日
付
『
官
報
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
九
巻
（
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）
一
七
頁
以
下
。

（
35
）
『
前
島
密
―
前
島
密
自
叙
伝
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
一
六
一
頁
以
下
（
市
島
謙
吉
「
後
半
生
録
」）。

（
36
）
高
木
宏
夫
・
三
浦
節
夫
『
井
上
円
了
の
教
育
理
念
』
改
訂
十
三
版
（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
〇
年
）
一
五
四
頁
。

（
37
）
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。
扇
面
額
装
。

（
38
）
井
上
圓
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
十
一
編
（
大
正
四
年
、『
井
上
円
了
選
集
』
十
四
巻
）
三
三
九
頁
。
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（
39
）
井
上
圓
悟
宛
井
上
圓
了
書
簡
（
慈
光
寺
蔵
、『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
・
上
）
五
〇
頁
。

（
40
）
井
上
円
了
記
念
博
物
館
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
し
た
。

（
41
）
三
浦
節
夫
「
井
上
円
了
と
そ
の
家
族
」（『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
42
）
『
井
上
圓
了
先
生
』（
前
掲
）
八
九
頁
。

（
43
）
井
上
圓
了
『
日
本
周
遊
奇
談
』（
明
治
四
十
四
年
、『
井
上
円
了
選
集
』
二
十
四
巻
）。
二
首
詠
ま
れ
て
い
る
内
の
ひ
と
つ
。

（
44
）
井
上
圓
了
『
南
船
北
馬
集
』
十
二
編
（
大
正
五
年
、『
井
上
円
了
選
集
』
十
四
巻
）
三
九
九
頁
。『
井
上
圓
了
先
生
』（
前
掲
）
一
七
三

頁
、
二
〇
〇
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
掲
載
の
写
真
は
い
ず
れ
も
井
上
円
了
記
念
博
物
館
の
北
田
建
二
学
芸
員
に
撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
ほ
か
氏
に

は
種
々
ご
教
示
賜
っ
た
。
ま
た
上
越
市
立
総
合
博
物
館
の
荒
川
将
学
芸
員
に
も
有
益
な
情
報
を
賜
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
「
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


